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　左図は「アルキメデス螺旋格子による平面のボロノイ分割」というものです．ちょっと
見にくいですが，赤いセルは七角形，青は六角形，緑は五角形，その他のセルはすべて六
角形です．ひまわりの螺旋が，中心から遠ざかるにつれて増えていく様子を説明するため
のモデルです．

　右図も，ひまわりの螺旋を説明するための図です．点線は，オランダの植物学者 van 
Iterson が 1907 年に考案した円板充填モデルの分岐図を再現したものです．実線は「対数
螺旋格子による平面のボロノイ分割」の分岐図です（山岸義和・須志田隆道・日詰明男，
Nonlinearity 2015 年）．重ねてみたら，ぴったり対応しました．

　どちらも生き物のような感じがしますが，純粋に数学的に定義された図形です．

（数理情報学科　山岸義和／
図 : 須志田隆道 （明治大学先端数理科学インスティテュート現象数理学研究拠点））

表紙解説
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大津市瀬田・田上地区の景観� （解説　林　珠乃，本文 1ページより）



東チモール大使の龍谷大学訪問

ディリー市内の博物館で館員からインドネシア軍事侵攻の説明を受ける当学科の実習生たち

東チモールでの環境実習（UNTL 実験室での水質分析）

未解決な「戦後70年」: 東チモールにおける環境実習に寄せて�（随想　菊池隆之助，本文 7ページより）





理 工 学 会 会 則

制 定 昭和63年12月 1日
一部改正 平成 6年 7月 6日
一部改正 平成 8年 5月 8日
一部改正 平成19年 6月 6日
一部改正 平成25年 3月13日
一部改正 平成26年 5月14日
一部改正 平成27年 3月 4日

（名称，事務所）
第 1条 本会は，龍谷大学理工学会と称し，事務所を龍谷
大学瀬田学舎内に置く．

（目 的）
第 2条 本会は，会員相互の学術研究と技術開発に関する
情報交流及びコミュニケーションの推進をはかることを
目的とする．

（事 業）
第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業
を行う．
⑴ 研究会，コロキュウムの開催
⑵ 機関誌の出版
⑶ 学術講演会，シンポジュウム等の開催
⑷ その他目的達成に必要なこと

（会の構成）
第 4条 本会は，次の者をもって組織する．
⑴ 普通会員 龍谷大学理工学部に所属する教育職員及

び科学技術共同研究センターに所属する
専任研究員並びに本会の趣旨に賛同する
龍谷大学の専任の教育職員及び事務職員

⑵ 学生会員 龍谷大学理工学部及び理工学研究科の学
籍を有する学生

⑶ 賛助会員 本会の目的に賛同し，その事業を賛助す
る者で，第 5条に定める総会で入会が承
認された者

⑷ 特別会員 前 3号以外の者で，第 5条に定める総会
で入会が承認された者

（総 会）
第 5条 本会の重要な事項を決定するのに，総会を置く．
2 次の事項は，総会において議決する．
⑴ 事業計画に関すること
⑵ 予算・決算に関すること
⑶ 役員の選任に関すること
⑷ 会員の入会・退会に関すること
⑸ その他重要な事項

3 総会は，普通会員全員で構成する．
4 総会は，会長が招集し，会長はその議長となる．
5 総会は，構成員の過半数の出席がなければ会議を開き
議決することはできない．ただし，構成員が他の構成員
に委任した場合は，これを出席と見做して処理すること
ができる．

（役 員）
第 6条 本会に，次の役員を置く．
⑴ 会 長 1名
⑵ 副 会 長 1名
⑶ 庶 務 委 員 若干名
⑷ 編 集 委 員 若干名
⑸ 会 計 委 員 若干名
⑹ 会計監査委員 若干名
2 各役員の任期は 1年とし，毎年 4月に交替するものと
する．ただし，再任を妨げない．

（役員の選任）
第 7条 会長は，龍谷大学理工学部長があたるものとする．
2 会長以外の他の役員は，総会の承認を得て会長が任命
する．

（役員の職務）
第 8条 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する．
2 副会長は，会長の職務を補佐し，会長事故ある時はそ
の職務を代理する．
3 庶務委員は，会長の命を受けて企画・渉外・組織管理
等本会の庶務的事項を処理する．
4 編集委員は，会長の命を受けて機関誌の発行等出版に
関する事務を処理する．
5 会計委員は，会長の命を受けて本会の会計を処理する．
6 会計監査委員は，本会の会計監査を行う．
（役員会）
第 9条 本会の日常的事務及び総会の委任事項を処理する
ため，役員会を置く．
2 役員会は，役員全員により構成する．
3 役員会は，会長が主宰する．



（会 計）
第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの
助成金，事業収入及び寄付金を以て充てる．

（入会金）
第11条 本会に入会を希望する者は，入会金を納入しなけ
ればならない．
2 入会金の額は，2千円とする．
（年会費）
第12条 会員は年会費を納入しなければならない．
2 学生の年会費は年額 3千円とし，毎年度納入するもの
とする．
3 教員の年会費は年額 4千円とし，毎年度納入するもの
とする．

（会費等の免除）
第13条 総会は，特別な事情があると認める者に対して
は，入会金又は年会費のいずれか，若しくは両方の納入
を免除することができる．

（改 廃）
第14条 この会則の改正又は廃止は，総会において決定す
る．
付 則

この会則は，平成元年 4月 11日から施行する．
付 則（平成 6年 7月 6日第 4条，第 6条，第 8条改正）

この会則は，平成 6年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 8年 5月 8日第 12条改正）

この会則は，平成 9年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 19年 6月 6日第 12条改正）

この会則は，平成 19年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 25年 3月 13日第 11条，第 13条改正）

この会則は，平成 25年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 26年 5月 14日第 4条第 4号追加）

この会則は，平成 26年 5月 14日から施行する．
付 則（平成 27年 3月 4日第 4条改正）

この会則は，平成 27年 4月 1日から施行する．



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
編集後記

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
イワナシという植物をご存じでしょうか．ツツジの仲間の常緑小低木です．ツツジの仲
間の植物は栄養の乏しい土壌でも育つことができるものが多くあります．イワナシはツツ
ジの仲間の中でも特に痩せた土壌に適応しているようです．また，ある程度明るい環境で
よく見られます．人がよく手入れしている里山は，土壌が痩せていて，しかも林の中が明
るく維持されています．イワナシは里山に適した植物といえるでしょう．3月下旬から 4

月に淡いピンク色の可憐な花を咲かせます．瀬田丘陵ではあちこちに生えていますが，小
さな植物なので，気づかない人が多いと思います．花や実は下向きになっていて，葉の陰
になっている場合もあるので，注意深く探してみてください．野球グラウンドのバックネ
ット裏の土手や，7号館から堂町に通じている道路脇の土手に数株ずつ見られます．5～6
月になると小さな実がなります．見つけたら口にしてみてください．甘酸っぱくてさわや
かな味です．

（編集委員長 宮浦 富保）
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